
第4回エコツーリズムフォーラム２０１5 
～瀬戸内海からの発信！地域創生におけるエコツーリズムの役割～ 

４.エコツーリズムフォーラム 



４.エコツーリズムフォーラム 

日 時：平成27年1月31日 
    13:00～16:30 
場 所：ホテルチューリッヒ東方 
    ２００１ 
参加費：無料 
参加人数：約80名（関係者含む） 



４.エコツーリズムフォーラム 

主 催 
瀬戸内ツーリズム推進協議会 
構成：広島県・呉市・廿日市市・（一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会 
 

後 援 
環境省中国四国地方環境事務所／EPOちゅうごく（環境省中国環境パートナー
シップオフィス）／中国経済連合会／ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会／ 
一般社団法人日本旅行業協会／中国新聞社／学校法人鶴学園広島工業大学／ 
学校法人ひらた学園ＩＷＡＤ環境福祉専門学校 
 

協 力 
ＮＰＯ法人自然環境ネットワークＳＡＲＥＮ／ＮＰＯ法人自然と釣りのネッ
トワーク／日本ミクニヤ株式会社／総合技研株式会社／ひろでん中国新聞旅
行株式会社／ 



４.エコツーリズムフォーラム 

当日配布のパンフレット 



４.エコツーリズムフォーラム 

第１部 「瀬戸内海地域の創生に向けた取り組み」 

「平成２６年度 瀬戸内ツーリズム 
      推進協議会活動報告」 

上嶋 英機 瀬戸内ツーリズム推進協議会会長 

「我が国におけるエコツーリズムの推進について」 
中尾 文子 環境省 自然環境局総務課 自然ふれあい推進室長  



４.エコツーリズムフォーラム 

第２部 
「地域創生にエコツーリズムが果たす価値と役割」 

「パネルディスカッション」 

コーディネーター 上嶋 英機（瀬戸内ツーリズム推進協議会 会長） 
パネラー     中尾  文子（環境省 自然環境局総務課 自然ふれあい推進室長） 
         江崎  貴久（鳥羽市エコツーリズム協議会 会長） 
         池上  弘一（廿日市市 環境産業部 観光課 主幹） 
         岩崎 誠 （株式会社 中国新聞社 論説委員） 



４.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケート回答数：３８） 

総合評価 第1部 

第2部 

アンケートに答えて頂いた全員
に満足頂いた。 



良かった点 
○行政側、活動者側とオブザーバー的な立場の方がそれぞれいらっしゃってよ 
 かった。 
○環境省より「エコツーリズムガイド推進アドバイザー」の養成の助成金を 
 知ったこと。 
○様々な組織に所属する人の話がバランス良く聞くことができた。 
○前向きなパネリストや会場のご意見が多く、感動した。興味深いアドバイス 
 や考え方を伺えた。 
○エコツーリズムのことは知っていたが、詳しく話を聞いたことがなかったの 
 で、最先端の話が聞くことができて良かった 

 
改善してほしい点 
○登壇者と参加者とのコミュニケーションの時間がほしかった（質疑応答）。 
○ディスカッションの時間を多くしてほしい。 
○ツーリズムの観点からすれば、どのような効果があったかを数値化したもの  
 をもっと提示すべき。だが、個人的にはそのような視点は後からついてくる 
 ものとしんじているので、できれば、「エコ」という観点を取り入れてほし 
 い。 
 

４.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 



 

その他 
○フォーラム開催の情報を広島県、呉市、廿日市市のホームページなどで公表  
 されれば、個人的に事前に知りやすい。 
○資格制度や指導者育成講義等、検討頂きたい。 
○行政の担当として、江崎先生の「行政の担当が変わってしまっても良い。エ 
 コツーリズムの良さを理解した方が他の部署であってもその良さを伝えてほ 
 しい」と言って下さったことがとても嬉しく感じた。 
○上嶋先生から、終わりに観光庁についてコメントが出たことも有り、ぜひ来 
 年は観光庁のゲストを呼んでほしい。 
○パネリストの方々の話がリアルでとても良かった。参考になった。 
○どの分野でも言えることだが、人材、これが一番の問題と再認識した。 
○次回も参加したい。 
 

４.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 


